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第２章 日高町における冬期施設アンケート調査 

 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

  目的としては、地域連携 DMOとして 3町の観光地域づくりを推進するために、各町施

設などにおいて、当地域における来訪者の質的構成や、動向を数量的に把握し、また、来

訪者が「何を目的に旅行をしているか、何を求めているか」を把握するために調査を行っ

た。また、得られた情報を分析することにより、事業内容や KPIの設定の検討を行うため

に利用する。 

 

（２）調査方法 

  アンケート調査は、調査員が施設の玄関先でブースを設置し、来訪者に直接アンケート

記入を依頼する、いわゆる対面方式で行った。アンケート回答の謝礼として、今年度刊行

した「特産品冊子（ワクワクマルシェ）」およびそれを記念した「オリジナルカイロ」をプ

レゼントした。また、謝礼品はアンケートをスムーズに行うことを目的としている。 

 

（３）調査対象 

  調査地以外（町民以外）からの来訪者 

 

（４）調査地点 

  道の駅「樹海ロード日高」 玄関前 

 

（５）調査期間 

  令和４年 2月 5日（土）～25日（金） 

   

（６）調査項目 

  属性、来訪回数（リピーター）、来訪間隔、旅行ルート、滞在時間、他町での宿泊、町

イメージ、旅行動機、ほしい観光情報、調査地での消費額、情報源、満足度 

 

（７）アンケート回収数 

  ① 留め置き調査       合計 156枚 

 

  



 

 

  
32 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

２．調査結果 

 

 

 

（１）性別（n=156） 

  女性よりも男性の方が、多くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年代構成（n=156） 

  全体的にみると、30代、40代が最も多く、次いで 20代となっている。この報告書で

は 10～20代を若年層、30～40代は子育て世代層、50代以降は中高齢者とカテゴリ分

けをした。 

  カテゴリで見ると、子育て世代層が約 38％を占めている（昨年同時期：約 39％）。 

次いで、中高齢者層が約 37％（昨年同時期：同率）、子育て世代層が約 25％（昨年同時

期：約 24％）、各層がバランスよく来訪していることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

若年層,25.0%

子育世代,38.4%

中高齢者

層,36.5%

10代, 6.4%

20代, 18.6%

30代, 19.2%

40代, 19.2%

50代, 14.7%

60代, 16.7%

70代, 5.1%

全体の平均は 43.8歳 

男, 51.9%

女, 48.1%

男 女 不明

２-１ ご回答いただく方について 
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若年層,30.8%

子育世代,32.1%

中高齢者

層,37.0%

10代, 8.6%

20代, 22.2%

30代, 18.5%

40代, 13.6%

50代, 14.8%

60代, 16.0%

70代, 6.2%

若年層,18.7%

子育世,45.3%

中高齢者

層,36.0%

10代, 4.0%

20代, 14.7%

30代, 20.0%

40代, 25.3%

50代, 14.7%

60代, 17.3%

70代, 4.0%

  以下の図は男性の年代割合である。割合としては 20代が最も多く、次いで 30代、60

代となっている。 

  カテゴリで見ると、全体と比べて中高年齢層が若干多くなっているが、若年層の割合も

高いため、平均年齢は全体より 1.1歳低くなっている。 

 

【男性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は女性の年代割合である。割合としては 40代が最も多く、次いで 30代、60

代となっている。男性と比べると、子育て世代層が 13.2ポイント多く、中年齢層が約 1

ポイント少なくなっているが、あまり違いは見られなかった。平均年齢を見ると、40代以

上の割合が高く、全体より 1.1歳高くなっている。  

 

【女性×年代】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平均は 42.7歳 

平均は 44.9歳 
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【性別の年代割合（全体比較）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）居住地（n=156） 

  全体を見ると、道内からの来訪者が約 94％となっており、道外からの来訪者はほとんど

見られなかった。昨年同時期の調査と比べると、あまり違いは見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

道内, 94.2%

道外, 5.8%

6.4%

8.6%

4.0%

18.6%

22.2%

14.7%

19.2%

18.5%

20.0%

19.2%

13.6%

25.3%

14.7%

14.8%

14.7%

16.7%

16.0%

17.3%

5.1%

6.2%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男

女

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代以上
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43.5%

27.2%

9.5%

5.4%

4.8%

4.1%

3.4%

2.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

胆振

石狩

十勝

上川

空知

日高

オホーツク

釧路

78.3%

21.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

東日本

西日本

  道内のどこのエリアから来訪しているか把握するために、振興局別に集計したところ、

以下の図のようになった。最も多いのは胆振地方で、次いで石狩地方、十勝地方となって

いる。おおむね居住地から 2時間ぐらいで来ることができる来訪者が多くなっている。 

  エリア的に見ると、胆振地方・日高地方へと抜ける南エリアが約 48％と、多くを占め

ている。次いで札幌などの西エリアからが約 32％となっている。調査地はこれらのエリ

アと、北と東へのルートを結ぶ拠点となっているものの、居住地は北と東エリアをあわせ

ても約 20％と、観光客の動向は西と南からに集中していると読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一方、道外からの来訪者の居住地は以下の図のとおりである。サンプル数が少ないため、

大きなエリアでの集計とした。昨年度と比べ、東日本からの来訪が約 10ポイント減少し

ている。 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   石狩地方が約 45％と最も多かった昨年から、今年度は胆振地域が約 44％を占める状

況に変化している。  

47.6％ 

5.4％ 

32.0％ 
14.9％ 



 

 

  
36 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  道内の同心円図で来訪者の居住地を見てみると、以下の図のようになる。ピンク色のポ

イントが来訪者の居住地となっているが、詳しい住所が分からないため役場があるところ

にポイントしている。赤点線丸にある調査地から見て札幌を中心とした西エリアや十勝な

どの東エリアの居住者が目立っている。また、高速道路に近い場所の居住者が多くみられ

る。今年度は更別村が新出、むかわ町が再度集計された。遠隔地に関わらず、北見市や釧

路市からの来訪は例年続いている。 

 

【道内の同心円図から見る来訪者の居住地】 
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（４）同行者の構成（n=156） 

  全体としては、「大人の家族」「子供連れ家族」「友人」が最も多く、次いで、「夫婦」と

続いている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  性別と年代別の同行者構成については以下の図のとおりである。 

性別で見ると、男性よりも女性の方が家族単位での来訪が 2.3ポイント多くなっている。

反対に、男性は「友人」が 2.5ポイント多くなっている。 

  年代別にみると、10代と 30代が「子供連れ家族」での来訪が多くなっていることから

相関関係にあるとみられる。40代は 50代以降との「大人の家族」としての来訪割合が増

加してくる。20、30代は「カップル」や「友人」の割合も一定数あり、反対に 40代以

降では「夫婦」での来訪割合が増加していく。 

 

【性別・年代別の同行者構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.6%

20.5%

17.3%

16.7%

11.5%

8.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

大人の家族（18歳以上の子供含む）

子供連れ家族（17歳以下の子供）

友人

夫婦

カップル

ひとり

21.0%

20.0%

50.0%

13.8%

46.7%

23.3%

7.7%

24.7%

26.7%

10.0%

24.1%

10.0%

40.0%

26.1%

23.1%

62.5%

16.0%

17.3%

13.3%

16.7%

39.1%

30.8%

11.1%

12.0%

27.6%

13.3%

6.7%

8.7%

7.7%

18.5%

16.0%

40.0%

27.6%

13.3%

10.0%

13.0%

15.4%

12.5%

8.6%

8.0%

6.9%

3.3%

13.0%

15.4%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男

女

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

子供連れ家族（17歳以下の子供） 大人の家族（18歳以上の子供含む） 夫婦

カップル 友人 ひとり

その他 不明
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（１）来訪回数（n=156） 

 

  以下の図は来訪者の来訪回数を全体および性別、年代別に集計したものである。全体的

にみると、5回以上の来訪が約 43％（昨年同時期：約 70％）となっており、高回数のリ

ピーターが減少している。一方、初めての来訪者は約 28％と、昨年度の約 9％から大きく

増加し、新規顧客の獲得数が上昇したと読み取れる。 

  性別で見ると、女性よりも男性の方が、リピーター率が高くなっている。 

年代別にみると、10代の新規顧客割合が圧倒的に高く、20代、30代とあわせて比較

的若い世代の割合が高くなっている。５回以上の高回数のリピーターは、50代を除いて

20代から順に増加していき、70代以上では 75％と非常に高い割合となっていく。 

 

【全体および性別、年代別の来訪回数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期と比べると、「初めて」の来訪が約 19ポイント増加している。昨年度と一

昨年の比較では約17ポイント減少していることから、新型コロナウイルスの影響が徐々

に緩和されているとも読み取れる。 

 

 

 

２-２ 日高町へは、今回が何回目のご来訪ですか？ 

27.6%

25.9%

29.3%
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34.5%
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16.7%
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26.9%

12.5%
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12.0%

3.4%

13.3%

6.7%
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42.9%

44.4%

41.3%

40.0%

13.8%

43.3%

50.0%

39.1%

61.5%

75.0%
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（２）再来訪期間（n=113） 

  以下の図は、前回から今回まで来訪するまでの期間を調査したものとなっている。分析

対象者はリピーターのみで、「初めて」の来訪者は除いている。 

全体的にみると、最も多いのは「半年以内」で約 60％と過半数を占めている。次いで「１

年以内」の来訪となっている。半年以内を含む 1年以内では約 84％と、大きな割合を占

めている。 

性別を見ると、男性よりも女性の方が、再来訪期間が短くなっていることが分かってい

る。この傾向は例年続いている。 

  年代で見てみると、40代以上の再来訪期間が全体と比べて長くなっている。もっとも

短いのは 10代、30代で、100％が 1年以内の来訪となっており、かなり短いスパンで

来訪していることが分かっている。 

 

【全体および年代別の再来訪期間】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期は、「半年以内」の来訪が約 50％、「１年以内」の来訪が約 18％、「半年

以内を含む 1年以内」の割合が約 68％だった。 

 

 

 

 

 

 

  

60.2%

56.7%

64.2%

75.0%

31.6%

80.0%

72.0%

47.4%

63.2%

57.1%

23.9%

28.3%

18.9%

25.0%
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38.3%

31.9%

10.6%

6.4%

4.3%

4.3%

4.3%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

十勝地方

日高地方

上川地方

後志地方

胆振地方

石狩地方

空知地方

 

 

（１）日高町を訪れるまでに立寄った先（n=156） 

  立寄った人と立寄っていない人と比べると、立寄っていない人の方が多く、約 70％（昨

年同時期：約 59％）となっていることが分かっている。 

 

 

 

 

 

 

  以下の図は、立寄ったと回答した中での具体的な場所である。来訪した市町村が多岐に

わたっているため集計が難しく、振興局単位でまとめている。最も多いのは帯広市を含む

十勝地方で、次いで日高地方、上川地方と続いている。 

ルート的に考えると、日勝峠・道東道を利用したと推定する東ルートが約 38％、長沼町

や夕張方面からの国道 274号・道東道を利用したと推定する西ルートが約 15％、太平洋

側からの国道237号を利用したと想定する南ルートが約 36％、旭川方面からの国道237

号を利用したと推定する北ルートが最も少なく約 11％、となっている。 

前述の「居住地」の調査データでは、東エリアの居住者が少なかったが、立ち寄った先

では「東エリア」の割合が一番高い。このため、東エリアからの立ち寄り客の中には、居

住者の他に、東エリアで目的を済ませた旅の帰路に立ち寄っていく観光客が一定数いるこ

とが分析できる。 

 

【立ち寄った先の振興局名】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

38.3％ 

10.6％ 
15.0％ 

36.2％ 

２-３ 今回のご旅行で、立寄り先と立寄る予定の場所を教えてください。 

 

30.1% 69.9% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

立寄った 立寄ってない 不明
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24.4%

24.4%

20.0%

13.3%

8.9%

6.7%

2.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

上川地方

十勝地方

石狩地方

日高地方

空知地方

釧路地方

オホーツク

（２）日高町からどこに訪れるか、立寄る予定先（n=156） 

  立寄る予定と回答した人は全体の約 30％（昨年同時期：約 49％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

  立寄る予定と答えた人の具体的な場所については、以下の図のとおりである。 

  ルート的に考えると、帯広方面の東ルートを辿る人が約 33％となっており多くなって

いる。札幌方面への西ルートが約 29％、太平洋側への南ルートが約 13％、旭川方面への

北ルートが約 24％となっている。昨年度からのこの構成に大きな変化は見られなかった。 

 

 

【立寄る予定の具体的地名】 
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28.9％ 

30.8% 69.2%
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立寄る予定 立寄る予定はない
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（１）滞在時間（n=156） 

  全体的にみると、約 53％という高い割合で「半日の日帰り」で次の場所に移ってしま

う人が見られる。「一日の滞在（日帰り）」する人は約 37％となった。「1泊以上宿泊」は

約 11％とほとんど宿泊しないことが分かっている。 

  年代別にみると、10、30代が全体と比べて「半日の日帰り」が少なく「一日の滞在（日

帰り）」が多く目立っている。40代以降では宿泊の割合が平均を上回っている。 

 

【全体および年代別の滞在時間割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年同時期と比べると、「半日の日帰り」が約 18ポイント減少している。「一日の滞

在（日帰り）」は約 17％増加した。 

また「1泊以上の宿泊」は約 8ポイント多くなっており、滞在時間が長くなっている

ことが分かっている。 
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２-4 日高町での滞在時間を教えてください。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）日高町以外での宿泊（n=156） 

  今回の旅行において、日高町以外でも宿泊すると回答した人は、約 30％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  その約 30％の内訳としては、上川地方が最も多く約 24％を占めている。次いで、千歳・

苫小牧が約 20％となっている。十勝以東のエリアでみると、23.9％となった。 

札幌・小樽・空知地方を含めた西エリアの割合は 17.4％と、低い結果となっている。 

 

【日高町以外で宿泊する具体的な場所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

  昨年同時期から見ると当地域以外での宿泊者の割合は約７ポイント減少している。 

 

 

 

 

  

２-5 今回のご旅行で、日高町以外で宿泊されますか？ 

29.5% 70.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

する しない

23.9%

19.6%

17.4%

10.9%

8.7%

6.5%

6.5%

6.5%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

上川地方

千歳・苫小牧

十勝方面

札幌・小樽

日高地方

胆振地方

空知地方

釧路地方



 

 

  
44 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

 来訪者にとって日高町がどのようなイメージがあるかを調査した結果、以下のようになっ

た。設問としては、イメージが「ある」か「ない」かと、さらには「ある」と回答した人に

は具体的なイメージを聞いている。 

 全体で見ると「ある」と回答している人は約 57％（昨年同時期：約 64％）となっている。 

年代別にみると、若年層から順に「ある」の割合が増加していき、50代をピークに、減

少していく。この傾向は昨年度も同様で、他町では年代に比例して増加していくのに対し、

当調査地では特殊な動向を示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 下図は、「ある」と回答した中で、具体的なイメージを示したものの割合である。最も割合

が多くなっているのが「馬」となっている。次いで「スキー・スキー場」、「山・自然」が続

いている。ほとんどが自然や自然に由来する食材、アクティビティを指すキーワードで占め

られている。「その他」には「さるくる」や「HOA」など、地域の事業者を指す記入も一定

数存在した。 

 「日高といえば、馬や自然」と、明確なイメージを持って訪れている人がいることが読み

取れる。 
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２-6 あなたが思う「日高町といえばこれ！」というものはありますか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）旅行の動機（n=156） 

  全体的にみると「自然を楽しむため」と回答した人が約 33％と最も多くなっている。

次いで、「おいしいものを求めて」と続いている。 

  性別で見てみると、女性より男性の方が「自然を楽しむため」という回答が９ポイント

も多くなっている。 

  年代別にみると、「日常から解放されるため」という回答は上の世代に多く見られ、「お

いしいものを求めて」という回答は下の世代に多く見られている。スキー等のウインター

スポーツ目的の観光客が多く訪れている影響がある。 

 

【全体および男女別、年代別の旅行動機割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期と比べて、「その他」の割合が少なくなっている。反対に「自然を楽しむた

め」「おいしいものを求めて」が大きく増加している。 

 

 

  

２-7 今回のご旅行の動機は何ですか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

   

  総合的にみると、「自然を求めて」「おいしいものを求めて」が旅行動機の中心となって

いることが分かった。以下の図の、「北海道観光客動態調査」と比べると、主要な選定理由と

して当調査と同じようなもの（赤枠内）となっている。 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行先を選んだ理由】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28年度観光客動態・満足度調査報告書より） 



 

 

  
47 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）必要な観光情報（n=353） 

  来訪者が観光をする際に必要とする観光情報は何かを調査した結果、以下の通りになっ

た。 

  全体的に見ると、「飲食店」が多く約 30％（前年同時期：約 35％）となっている。次

いで「写真スポット」「特産品・お土産品」と続き、全体的に、この 3 項目が多くを占め

ている。また、その他には「宿泊場所」も約 9％となっている。 

  性別でみると、女性よりも男性の方が若干「飲食店」情報を求める割合が高かった。 

  年代別にみると、「若年層」では「飲食店」情報を求める割合が高く、「子育て世代層」

では「写真スポット」の割合が高くなる。50代以上の中高齢者層となると、「文化・博物

館」等の情報を求める層が増加している。 
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２-8 あなたが知りたいこのエリアの観光情報は何ですか？ 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）消費額（n=200） 

  日高町における消費金額（予定を含む）だが、平均金額としては 3,654円となっている。

最小値は 300円（１件）、最大値は 30,000円（１件）だった。 

 

項 目 金 額 

平均金額 3,654円 

最小金額 300円 

最大金額 30,000円 

 

  以下の図のとおり、消費金額の範囲別の件数を見てみると、5,000円未満が非常に多く

なっているため、平均消費額を押し下げる原因となっている。 

 

【消費金額の範囲別件数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２-9 今回のご旅行で日高町での消費額（予定を含む）を教えてください。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

  全体、性別、年代別による消費金額割合を以下の図に示す。全体的にみると、最も多い

のは 5,000円未満の約 82％となっており、ほとんどを占めている。 

  性別で見てみると、女性よりも男性の方が若干消費金額が高くなっている。 

  年代別で見てみると、最も消費金額が高いのは 60代の 4,480円であった。全体の平均

と比べて約 830円高くなっている。次いで 50代が 3,913円となった。そのほかの世代

については、全体と比べて同等かそれ以下となっていることから、本調査では 50代と 60

代が平均消費金額を引き上げているといえる。 

 

 

【全体および性別、年代別の消費金額の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【前年度同時期比較】 

   昨年同時期 5,000円以下の消費割合は約 87％あり、今年度は約５ポイント低下して

いるため、平均消費金額は 2,180円から 3,654円へと約 67％増加している。また、

昨年度は 0円という無消費者が多く、さらに最高消費額も 5,000円低かったため、今

年度はその点も解消されており、大きく平均消費額が増加している。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（２）何に使ったか（n＝156） 

  具体的に何に消費したかを問う設問では、「飲食店」との回答が多く約 45％（昨年同時

期：約 37％）を占めている。次いで「買物・お土産代」が約 36％（昨年同時期：約 45％）

となっている。次いで、「温泉」となっている。宿泊者の割合は昨年度と同率で約 5％と、

低い割合となった。 

冬期間ということもあり来訪者が少ないことから「自然体験（特にスキー場やアクティ

ビティ）」の利用を増加させ、「飲食」や「お土産品」の情報を発信することで、消費金額

増につなげてゆく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）主な居住地別の消費金額（n=133） 

  主な居住地別の消費金額を見ると以下のような図になった。 

札幌の平均消費金額は 4,957円、帯広は 6,583円、苫小牧は 3,211円、その他道内

は 2,407円、道外は 4,500円となり、平均消費金額を上回ったのは、札幌、帯広、道外

からとなった。例年、道外からの観光客は宿泊費用を含めて当町での消費金額を引き上げ

るセグメントだったが、今回の調査では道外からの全ての客層が、当調査地以外での宿泊

を選んだと分析できる。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

（４）滞在時間による平均消費金額（n=165） 

  滞在時間による平均消費金額を表すと以下の図のようになった。日帰り（半日）では全

体平均よりも 1,099円も低くなっており、日帰り（一日）の滞在では全体平均よりも 671

円高くなっている。1泊 2日では 4679円、2 泊 3日は 5,221円、３泊以上で 5,971

円、平均消費金額を上回っている。 

  １泊以上の滞在では、「宿泊費」が消費金額を押し上げ、同じ日帰りに関しても、「半日」

と「１日」の滞在中の消費金額の差には 1,770円もの開きがあった。 

  いずれにしても、滞在時間の伸長が消費金額を大きく押し上げることが、この分析から

見て取れる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冬場の滞在時間を伸長する方策としては、 

①「飲食のみ」の観光客に「お土産品」の情報を提供し、購買につなげる 

② 地場産品を使った飲食メニューを企画し、ご当地のお土産品に興味を持たせる 

③ 日帰りでできるウィンターアクティビティの PR 

④ ③と連動して、温泉など体験後の保養施設の利用を促進する 

⑤ 道の駅トイレのみを利用する素通り客の動線上で、各コンテンツ情報を PRする 

⑥ ランチのみならず、カフェや休憩所での滞在を促進するスイーツセット等を開発 

⑦ （特に道外客に対して）スキーと宿泊のパッケージ販売を強化する 

    

   等の手段が、これまでの分析から導き出せる。 
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鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

（１）情報源（n=274） 

  以下の図は、来訪者が今回の旅行において、日高町を選んだ際の情報源が何か、全体お

よび性別、年代別でその割合を示したものである。 

  全体的にみると、「自身の経験」による来訪者が番多く、約 33％となっている。次いで、

「家族・友人知人からの紹介」と続いている。 

男女別にみてみると、女性よりも男性の方が「自身の経験」による来訪が約５ポイント

多くなっている。反対に女性はインターネットやＳＮＳからの情報を重視していることが

わかっている。 

  年代別でみると、インターネットや SNSなどの「ICT情報」を活用する割合は 20代～

50代にかけての若い世代に多く見られ、30代では約 44％が利用している。最も ICT情

報の少なかった世代は、70代以上の 7.1％だった。 

  「通りすがり」の割合は、例年に比べて非常に低い結果となっている。今年度は「通り

すがり」と「自身の経験」であったり、「通りすがり」と「インターネットの情報」であっ

たりと、複数回答の中で「通りすがり」が選ばれるパターンが多かったため、割合は低い

ものの、この地が最終的な目的地となっていないことの表れとも言える。 

このため、「目的地となり得る観光資源」の開発や PRとともに、「必ず立ち寄るべき場

所」としての認知度向上とともに、通りすがりであっても「手軽に利用できる」コンテン

ツを造成していくことで、潜在的な観光客層を取りもれなく増加させていく方策が望まれ

る。 

   

【全体および性別、年代別の日高町を選んだ際の情報源割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-10 今回のご旅行で日高町を選んだ際の情報源は何ですか？ 

32.8%

35.3%

30.5%

29.4%

44.7%

25.0%

37.5%

34.8%

27.5%

28.6%

17.2%

16.5%

17.7%

29.4%

10.5%

13.5%

14.3%

23.9%

19.6%

14.3%

14.6%

14.3%

14.9%

5.9%

15.8%

23.1%

17.9%

10.9%

9.8%

7.1%

13.5%

12.0%

14.9%

17.6%

13.2%

21.2%

16.1%

13.0%

5.9%

5.1%

4.5%

5.7%

5.8%

1.8%

6.5%

5.9%

28.6%

5.5%

6.0%

5.0%

1.8%

4.3%

19.6%

14.3%

1.5%

1.5%

1.4%

3.8%

3.9%

9.9%

9.8%

9.9%

17.6%

15.8%

7.7%

10.7%

6.5%

7.8%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男

女

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

自身の経験 家族・友人知人からの紹介 SNS

インターネットの情報 チラシ・ポスター 旅行雑誌などの記事

テレビ・ラジオ 通りすがり その他



 

 

  
53 

 

  

鵡川・沙流川 DMO「ワクワクワク」 

～むかわ町・日高町・平取町～ 

 

 

この調査では、「大変満足」「満足」「やや満足」「普通」「やや不満」「不満」「大変不満」「未

経験」の 7項目に分けて回答してもらった。アンケート回答者は左から 2番目を選ぶなどの

回答する際の傾向があり、データに偏りが出てしまうことも考慮して、大変満足とやや満足

は「満足」にし、やや不満と大変不満は「不満」とし、集計を行った。また、経験していな

いことは「未経験」としたが、この分析では「未経験」は除き、「満足」「普通」「不満」の 3

項目について集計を行い分析することにした。 

 

（１）景観や雰囲気（n=156） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の景観や雰囲気についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、約 86％（昨年同時期：約68％）の人が「満足」と回答している。「普

通」は約 14％（昨年同時期：約 32％）、「不満」は全くみられなかった。 

平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、景観の満足度は約 78％とな

っていることから、満足度は道の調査よりも約 8ポイント高くなった。昨年同時期からは

約 18ポイント高い数字となった。 

  性別でみると、女性よりも男性の方がやや満足度は高めになっている。 

  年代別でみると、最も満足度が高い世代は 70代で 100％、最も満足度が低い世代が

60代で、約 69％となった。 

 

 

【全体および性別、年代別の景観や雰囲気の満足度の割合】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2-11 今回のご旅行で、日高町での満足度をお聞かせください。 
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（２）食事・飲食店（n=156） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の食事・飲食店についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 79％（昨年同時期：53％）、「普通」と回答

した人は約 19％（昨年同時期：約 41％）、「不満」と答えたのは約 2.0％（昨年同時期：

約 7％）となった。 

平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、食事の満足度は約 70％とな

っていることから、満足度はそれよりも若干高い水準と言える。 

  性別でみると、男性より女性の方が、満足度は高くなっているが、不満の要素も若干多

くなった。 

  年代別でみると、20代と 40代の満足度がかなり低くなっており、いずれも 60％台と

なった。 

 

【全体および性別、年代別の食事・飲食店の満足度の割合】 
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（３）物販・お土産（n=122） 

  以下の図は、全体、性別、年代別の物販・お土産についての満足度となっている。また、

未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 73％（前年同時期：約 48％）、「普通」は

約 18％（前年同時期：約 45％）、「不満」は約 7％（前年同時期：約９％）となっている。

平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、おみやげ品の満足度は約 67％

となっていることから、満足度はやや高い水準にある。 

  性別でみると、女性の方が、約 4ポイント満足度が高くなっているが、不満度も約２ポ

イント高くなっている。無関心の割合が低いとも言え、より女性向けのサービスや商品を

提供することで、満足度を向上させていく手段が望ましいと言える。 

  年代別でみると、全体と比べて 10代からの「普通」「不満」の割合が突出して高く、20

代・30代からの評価も同様に低いものとなっている。 

当項目は、食事というコンテンツ以外で平均消費金額を底上げしていくためには欠かせ

ないため、若者向けの商品開発も視野に入れ、観光の施策を打ち出していく必要がある。   

また、他の項目に比べて「不満」の割合が高い点も当項目の特徴的な部分であり、売店

施設での商品ラインナップや陳列に関するアンケート調査をさらに行うなど、観光客の「不

満」を「要望」としてとらえ、地道に改善していくことが求められている。 

  

 

【全体および性別、年代別の物販・お土産の満足度の割合】 
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（４）宿泊（n=17） 

  宿泊については、未経験者がかなり多いため、サンプル数は他と比べて極端に少なくな

っている。以下の図は未経験者を除いた経験者の割合となっている。 

  全体的にみると、「満足」と回答した人は約 71％（前年同時期：約 55％）、「普通」が

約 29％（前年同時期：約 32％）、「不満」が０％（前年同時期：約 13％）となっている。

平成 28年度の北海道の観光客動態・満足度調査によると、宿泊の満足度は約 66％となっ

ていることから、それよりもやや高い水準となった。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が満足度は非常に高くなっている。 

年代別にみると、30代・60代の満足度は 100％となっている。反対に 40代からの

評価は非常に低く、満足度は約 33％となった。10代からの評価回答は得られなかった。

例年、「お土産品」の満足度と共に、この項目の「不満」率は高かったが、今年度は０％と

なった。 

 

【全体および性別、年代別の宿泊の満足度の割合】 
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（５）総合満足度（n=472） 

  （１）～（4）の総合的な、全体、性別、年代別の満足度は以下の図のとおりである。

未経験を除いている。全体をみると、約 79％となっており、平成 28年度の北海道の観光

客動態調査の「今回の観光・旅行全体に関する期待値と満足度」と比べると北海道の調査

では約 93％となっていることから、日高町はそれよりも約 14ポイントも低くなっている

ことが分かる。ただし、前年度は約 27ポイントも下回っていたため、改善傾向にはある

と言える。 

  性別でみると、男性よりも女性の方が満足度は若干高くなっている。 

  年代別にみると、10代と 20代、40代からの評価が平均を下回っている。 

 

【全体および性別、年代別の総合満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考：H28年度北海道の観光客動態調査より 旅行全体の満足度】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

参考図：北海道経済部観光局調べ（平成 28年度観光客動態・満足度調査報告書より） 
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（６）来訪回数別全体満足度（n=409） 

  以下の図は、来訪者回数による全体的な満足度である。 

  赤枠の「初めて」と、青枠の「リピーター」（すべてのリピーターの平均満足度）を比べ

ると、「リピーター」の方が、満足度は約 21ポイントも高くなっている。２回目および５

回以上のリピーターの満足度が高く、３回目・４回目の満足度は、リピーターの平均満足

度（84.9％）を下回る結果となった。 

  初来訪の際の満足度が低い点からは、「リピーターの獲得率」が低いという推測ができ、

さらに３回目・４回目のリピーターの満足度がリピーター平均を下回っている点からは、

「５回以上のハードリピーター」を獲得するまでに、満足のゆくコンテンツが不足してい

るという分析ができる。 

新規顧客やリピーターに関する施策を考えるうえで、必ずしも、リピーター率等の「割

合」に捉われる必要は無く、一人でも多くの観光客が当地を訪れる具体的な施策を打ち出

していくことが望ましい。 

当調査地の観光入込数を上げるためには、初めて訪れた観光客が「また来たい」と思わ

せるサービスをつくりだし、さらに２回目～４回目のリピーターに対して、「何度も来た

い」と思ってもらえる観光地としての土壌づくりを意識する必要がある。 

当調査は留め置き調査のため例外となるが、春・秋調査時のヒアリングでは、「日高町

は人が温かいから何度も来たくなる」「スキー場もライバルは多いと思うが、夏はキャン

プ場、冬はスキー場を楽しむために札幌から年に２回は来ている」「冬に家族で楽しめる

アウトドアが他（スキー以外）にも欲しいし、もっとインドアも企画してみればどうか」

など、多くの意見が寄せられた。 

 

【来訪回数別全体満足度】 
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３．まとめ 

 以下の表に今回の調査結果をまとめた。 

調査項目 概  要 

性別 男性 51.9％、女性 48.1％ 

年代構成 
10代 6.4％、20代 18.6％、30代 19.2％、40 代 19.2％、50代 14.4％、

60代 16.7％、70代以上 5.1％ 

居住地 道内 94.2％ 道外 5.8％ 

同行者 
大人の家族（18歳以上）25.6％、子供連れ家族（17歳以下）20.5％、友

人 17.3％、夫婦 16.7％、ひとり 8.3％、カップル 11.5％ 

町イメージ ある 57.1％、ない 42.9％ 

来訪回数 
初めて 27.6％、2回目 14.1％、3回目 10.3％、4回目 5.1％、5回以上

42.9％ 

再来訪期間 半年以内 60.2％、1年以内 23.9％、３年以内6.2％、それ以前 9.7％ 

立寄り先 立寄った 30.1％、立寄っていない 69.9％ 

立寄る予定 立寄る 30.8％、立寄らない 69.2％  

滞在時間 
日帰り（半日）52.6％、日帰り（一日）36.5％、1泊 2日 5.8％、2泊 3

日 2.6％、3泊以上 2.6％ 

町外宿拍 する 29.5％、しない 70.5％ 

旅行動機 

おいしいものを求めて 25.0％、歴史・文化を知るため 7.1％、 

自然を楽しむため 32.7％、日常から解放されるため 18.6％、 

家族サービスのため 3.8％、その他 12.8％ 

観光情報 
飲食店 29.5％、特産品・お土産品 21.2％、写真スポット 24.9％ 

宿泊場所 9.1％、観光ルート 7.4％、博物館 7.9％ 

消費金額 平均 3,654円、最小値 300円、最大値 30,000円 

情報源 
自身の経験 32.8％、家族・友人知人などからの紹介 17.2％、インターネッ

ト利用（SNS含む）28.1％、紙媒体など 12.1％、その他 9.8％ 

総合満足度 満足 79.0％、普通 17.6％、不満 3.4％ 

個別満足度 

【景観】 
満足 85.7％、普通 14.3％、不満 0.0％ 

個別満足度 

【食事】 
満足 78.9％、普通 19.1％、不満 2.0％ 

個別満足度 

【物販】 
満足 73.2％、普通 18.1％、不満 8.7％ 

個別満足度 

【宿泊】 
満足 70.6％、普通 29.4％、不満 0.0％ 

 

 

 


